













































































































































































存』のなかでは、国連の「世界の先住民の国際の 10 年」が、「世界土着人民国際 10 年」と表記さ
れているように、「土着」あるいは「土着人民」が「先住民」という言葉に相当すると考えられる（何
2006：7）。






































総人口は 946 人、そのうちオロチョン族が 797 人であったのが、1998 年の全自治旗人口
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研究という枠組みのなかで、さらに中国の人類学界に新たに紹介されるエスノグラフィの
さまざまな視点を活用しつつ、どのようにオロチョンの人びとにアプローチできるのかと
いう問題意識において分析しようとする姿勢は各所で感じられるものであった。記録文化
の優勢な中国社会において、オロチョン族にかんする歴史記述や資料集のたぐいは少なく
ないが、本書で示されたエスノグラフィ的視点による民族記述の試みというのは、それ自
体として評価されるものであると考えられる。
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